D,news １月号　岩歯

ＦＭはまなす
　日時：毎月第３金曜日　13：25～

　場所：岩見沢市コミュニティプラザ1F（岩見沢市有明町南１番地20）
当会旗手一永先生が10月20日から、ＦＭはまなす（76.1MＨz）毎月第３金曜日13：25からの「一緒に介護」のコーナーに数分間出演している。旗手先生の担当は10月～3月の全６回。第１回は『訪問歯科診療の対象者について』、第２回は『訪問歯科診療で出来る治療内容について』だった。第３回以降も訪問歯科診療や嚥下機能について話す予定とのことで、本会の訪問歯科診療に対する取り組みや後期高齢者歯科健診事業、在宅医療連携室事業についてもお話頂くようお願いしたところである。

　更に同局から、12月1日（金）18：00から放送の『金なま!!ナイト倶楽部』への出演依頼があった。本会の活動について詳しく話して欲しいということで筆者が収録に赴いたが、正味３０分の放送時間では全く足りず、大幅にカットされてしまった。もし機会があればもう少し内容を吟味して挑みたい。岩見沢市内でしか聞けないのが残念。（久恒泰宏）
医療連携講演会

　日時：11月22日（水）19：00～20:50

　場所：いわなび（岩見沢生涯学習センター）　研修室５．６
　第１部講演：地域包括支援センターとは？

　第２部講演：訪問診療における他職種連携の実際
　講師：小山　仁　殿（岩見沢市地域包括支援センター長）
　　　　沖津道歯理事

地域包括支援センターは医療連携の中心的役割を果たす場所だが、実際どのように利用すれば良いのか悩むことがある。また連携自体どこから手を付ければよいかわからないことも多い。今回は２部構成で両先生には以下の内容で講演していただいた。

小山仁センター長からは地域包括支援センターの活動内容、同センターが地域の歯科医院に求めること、また我々歯科医師がセンターをどのように活用すべきか等をお話ししていただいた。
沖津先生には①多職種連携の実際、地域包括センターとのかかわり②訪問歯科診療の話③訪問歯科診療後のケア・摂食嚥下機能維持、などについて症例を交えて解説していただいた。（木村　悟）
 
ＺＯＯＭの利用
当会の理事会では以前から、『Google＋』の『ハングアウト』を利用してWeb会議を行ってきたが、参加回線が増えると音声が不安定になり、意思の疎通が困難になることが時々起こっていた。しかし日歯広報1693号（2017,10,1）に、秋田県歯科医師会が使用している『ＺＯＯＭクラウドミーティング』が良い、との記事を発見したのでこれをさっそく試験したところ大変良好だったので紹介したい。
秋田県歯によれば、機材の要求スペックは高くなく、スマートフォンでも参加可能で、１度に１００名まで同時に参加可能とのこと。利用方法は、主催者が参加者にＵＲＬをメールで送り、参加者はそのメールに応答するだけで参加が可能になる（初回だけはアプリのインストールが必要）。主催者以外はアカウント取得が不要なのが参加のハードルを下げとても使いやすい。当会は遠隔地の理事、夜間診療を行っている理事が多く、タブレットでも参加可能ということになれば、時間や労力の節約、交通トラブルの回避になり、会にとっても高価な機材をそろえる必要がなく旅費の節約も期待できる。無料アカウントの場合40分の時間制限があるので、月額15ドルの有料アカウントを当会用に作成し今後も継続して利用することにした。将来はこれを用いた学術講演会も考えている。（久恒泰宏）
